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特
養
へ
ご
入
所
の
鏡
モ
モ
エ
さ
ま
は
大
正

四
年
四
月
三
十
日
生
ま
れ
、
今
年
一
〇
九
歳

を
迎
え
ら
れ
現
在
市
内
最
高
齢
と
な
り
ま
し

た
。
敬
老
の
日
を
翌
週
に
控
え
た
九
月
十

日
、
本
村
賢
太
郎
相
模
原
市
長
が
は
な
さ
か

を
表
敬
訪
問
さ
れ
、
市
長
揮
毫
の
記
念
楯
と

お
菓
子
を
直
接
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ニ
ッ

ト
職
員
が
作
っ
た
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
を
お
召

し
に
な
っ
た
ご
本
人
は
、
市
長
か
ら
の
お
祝

い
に
「
は
ず
か
し
い
」
と
照
れ
な
が
ら
も
、

ご
家
族
や
市
長
と
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
影

し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は
な
さ
か
連
載
コ
ラ
ム 

⑳ 
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広報紙（季刊） 
令和６年秋号 
発行責任者 

理事長 内田善久 

文
政
期
の
「
蔵
」
再
興 ―

『
游
相
日
記
』
と
「
報
徳
訓
」
で
繋
ぐ 

社
会
福
祉
法
人
報
徳
会
理
事  

岩
壁 

清
吉 

 
  

天
保
２
（

一
八
三
一
）

年
９
月
、

渡
辺
崋
山
は
、

訪
れ
た
矢
倉
沢
往
還
（

大
山
道
） 

の
厚
木
の
賑
わ
い
繁
栄
を
《

都
と
こ
と
な
ら
す
》

と
『

游
相
日
記
』

に
誌
し
た
。 

 

旧
藩
の
家
老
で
蘭
学
者
・

文
人
画
家
、

文
武
両
道
の
士
崋
山
は
「

歓
談
酔
狂
」

の 

人
で
も
あ
っ
た
。
滞
在
中
、

名
士
を
招
い
た
酒
肴
の
挿
絵
「

客
舎
酔
舞
図
」

に
は
、 

豪
商
の
一
人
内
田
屋
小
吉
（

提
灯
屋
・

長
唄
の
名
手
と
あ
る
）

が
描
か
れ
て
い
る
。 

  

崋
山
は
こ
の
旅
の
後
、

時
代
を
揺
る
が
す
蛮
社
の
獄
、

自
刃
へ
と
茨
の
道
に
歩 

を
進
め
る
が
《

別
れ
を
告
げ
去
ら
ん
と
す
。
皆
袖
を
引
き
て
か
え
さ
ぬ
を
、

ふ
り 

き
り
て
》
、

江
戸
に
戻
っ
た
華
山
の
「

酔
っ
払
い
の
聞
き
上
手
」

の
自
由
奔
放
な
言 

動
は
、

内
田
屋
の
〈

文
政
蔵
〉

に
も
書
画
・

骨
董
が
形
見
と
な
り
納
め
、

遺
さ
れ
た
。 

  

時
降
り
八
代
後
の
当
主
第
二
十
代
内
田
半
右
衛
門
（

善
久
）

は
「

は
な
さ
か
」

の 

地
域
貢
献
事
業
と
し
て
〈

文
政
蔵
〉

等
の
歴
史
的
財
産
の
整
備
・

活
用
を
唱
え
る
。 

  

今
年
８
月
21
日
の
「

神
奈
川
新
聞
」
。
「

江
戸
時
代
の
蔵 

エ
コ
仕
様
」
「

井
戸
水
で 

冷
房
、

廃
材
燃
料
に
暖
房
」
の
見
出
し
の
下
、 

石
本
健
二
記
者
に
よ
る
〈

文
政
蔵
〉 

の
活
用
を
め
ざ
す
内
田
の
思
い
が
伝
わ
る
即
妙
な
以
下
の
「

見
聞
録
」

が
載
る
。 

  

《 

厚
木
市
内
で
歯
科
医
院
を
営
む
内
田
善
久
さ
ん
が
、

電
力
会
社
の
電
気
に
頼 

ら
な
い
「

オ
フ
グ
リ
ッ
ド
」

や
「

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
（

排
出
ゼ
ロ
）

を
目
指
し
て 

２
０
０
年
近
く
前
の
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
同
市
厚
木
町
の
実
家
に
あ
る
蔵 

を
改
築
し
た
。
敷
地
内
の
井
戸
水
を
利
用
し
た
冷
房
や
廃
材
を
燃
料
に
し
た
ボ 

イ
ラ
ー
に
よ
る
暖
房
な
ど
を
設
置
し
た
ほ
か
、

屋
外
に
五
右
衛
門
風
呂
、

室
内
に 

サ
ウ
ナ
を
設
け
た
。
今
後
は
障
害
者
の
地
域
作
業
所
と
し
て
整
備
し
て
い
く
と 

い
う
》

。
加
え
て
内
田
が
会
長
を
務
め
る
市
民
グ
ル
ー
プ
「

エ
コ
・

ア
ッ
プ
・

あ
つ 

ぎ
」

が
、 

改
築
し
た
〈

蔵
〉

の
見
学
会
を
開
催
。「 

蔵
の
１
階
は
古
く
て
歴
史
が
あ 

る
所
、

２
階
は
令
和
っ
ぽ
く
て
１
階
と
は
違
う
世
界
で
楽
し
そ
う
だ
」

と
小
学
５ 

年
有
薗
眞
宏
君
の
〈

共
生
型
〉

の
建
物
に
興
味
を
持
っ
た
話
を
紹
介
し
て
い
る
。 

  
《 

現
在
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

や
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
と
新
し
い
言 

葉
で
表
現
す
る
が
、

そ
れ
ら
は
祖
先
が
江
戸
時
代
に
や
っ
て
い
て 

捨
て
て
き
た 

も
の
、

そ
れ
を
も
う
一
回
本
気
で
見
直
し
、

形
に
し
て
厚
木
か
ら
発
信
し
た
い
》
。 

  

内
田
の
温
故
知
新
の
思
い
。
高
祖
父
福
住
正
兄
か
ら
受
け
継
ぐ 

〈

報
徳
の
教 

え
〉

の
、

蓄
え
が
出
来
た
ら
子
孫
や
地
域
社
会
に
還
元
す
る
〈

推
譲
〉

の
実
践
に
他 

な
ら
な
い
。―

〈

今
日
よ
り
明
日
〉

へ
向
か
う
「

ふ
え
せ
か
い
」

が
こ
こ
に
在
る
。 

 

市内最高齢。
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新磯健康づくりポイント（AKP48） 

新磯地区を徒歩での外出をサポートする「ＡＫＰ４８」。 

地区内の商店や介護事業所に設置しているスタンプを集めて、記念品（お

花カード、介護事業所のお食事券）を貰おう。スタンプ設置場所はＡＫＰ

48のぼり旗が目印！ 参加対象は新磯にお住まいの方。是非ご参加を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
年
の
夏
か
ら
秋
は
ナ
ス
六
〇
㎏

と
オ
ク
ラ
十
六
㎏
の
収
穫
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
あ
と
は
里
芋
と
薩
摩
芋

の
収
穫
で
す
。
里
芋
は
十
一
月
の
芋

煮
会
で
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。
大
根
と
人
参
、
春
菊
を
播

種
し
新
芽
が
出
て
い
ま
す
。
玉
葱
の

苗
も
植
え
ま
し
た
。
春
ま
で
の
長
い

栽
培
で
す
が
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。 

Step １．ポイントカードをもって、新磯散歩へGo！ 

Step2．チェックポイントでスタンプを集めよう。 

Step3． １２ポイントでお花カードとお食事券 
Ｗチャンス！  お食事を申込みの方、抽選でもらえる！ 

新磯公民館まつりで使える商品券をプレゼント 
2024/11/3０まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員を大募集しています。資格、

経験不問。短時間も OK！まずはご

連絡下さい。お待ちしています！ 

ご応募はこちら

からお気軽に。 

☜ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
根
岸
リ
ー
ダ
ー
。 

元
気
に
愉
し
く
！
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。 

新
磯
野
の
渡
利
弘
通

様
よ
り
、
活
劇
小
説

を
中
心
に
文
庫
本
三

十
冊
と
コ
ミ
ッ
ク
ス

三
冊
を
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。
は
な

さ
か
文
庫
に
収
蔵
し

て
皆
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。 

磯
部
の
中
村
勝
博

様
よ
り
、
麻
雀
セ

ッ
ト
一
式
を
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し

た
。
麻
雀
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
人
気

コ
ン
テ
ン
ツ
の
ひ

と
つ
で
す
。
有
難

く
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す 

。 

認知症の方や家族、支援者が

一緒に走って襷をつなぐイベ

ントに今年も参加しました。 


